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今月の
表紙

広報やかげは、創刊600号を迎えました。
これからも皆さんの暮らしに寄り添い、矢掛町の「今」をお伝えします。

皆さんとともに

創刊600号
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　昭和 45 年 4 月の創刊以来 50 年にわたり矢掛
町の情報を皆さんにお届けしている「広報やかげ」。
今月号をもって600号を迎えました。
　今回は、「広報やかげ」についてお知らせします。
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　昭和 45 年 4 月の創刊以来 50 年にわたり矢掛
町の情報を皆さんにお届けしている「広報やかげ」。
今月号をもって600号を迎えました。
　今回は、「広報やかげ」についてお知らせします。

表紙は、「鬼ヶ岳ダム」の完
成写真。役場から月 1 回の
発行で、各戸配布で届けら
れるようになりました。

表紙は、矢掛保育園での英
語指導の様子。阪神大震災
直後であり、被災地での炊
き出しボランティアを行っ
た記事もあります。

表紙は、わかあゆチャレン
ジクラブによる田植え体験
の様子。当時東京・大阪で
開催された「ほたる展」が
特集されています。

表紙は、矢掛町の出来事を
ふり返る写真で数字の「5」 
を作っています。特集では、
広報担当者の制作への想い
が語られています。

表紙は、三谷小学校のプー
ルが完成し、泳ぎ初めの様
子。記事には、矢掛中学校
の体育館の棟上げの様子も。

表紙は、第100号の発刊日
に誕生した女の子。200 号
記念で広報アンケートを実
施しています。

平成5年4月
平成7年1月

「広報やかげ」を改めて見返すと、町の歴史をたどることができます。

昭和51年10月号外昭和63年3月平成元年3月

平成12年12月

A４版へサイズ変更。 
文字サイズも大きくなり
ました。

全面 2 色刷りから表紙がカラーに
なりました。

平成23年11月
文書を原則、UD （ユニ
バーサルデザイン）書体
に変更。

平成23年４月
全ページフルカラーに。
井笠地域では、矢掛町と
井原市だけです。

第 1 回矢掛本陣マラソ
ンのスタートの様子。
当時の町総合運動公園
の様子もうかがえます。

現在の矢掛町役場庁舎
が完成。配置図や庁舎
内の写真を掲載。

昭和51年12月
今では矢掛町の一大イ
ベントとなった大名行
列の第１回目の様子を
掲載。

平成11年１月
平成11年１月11日、
井原線が開通。竣功式
やテープカットの様子
を掲載。

平成12 年 11月に現在の上
皇上皇后両陛下が中川小学
校を訪問されました。訪問
の様子や町内の歓迎の様子
を掲載しています。

昭和51年9月の台風17
号により矢掛市街地は
浸水被害を受け、号外
を発行して情報を提供。

町の出来事をお伝えする「まちのわ
だい」がカラーになりました。

平成7年12月

ＵＤ書体って何？
　年齢や身体的状況などに関係なく、誰にで
も読みやすいように考えられた書体。通常
の字体に比べ字面（文字サイズ）が大きく、
読み間違いなども少なくなると言われおり、
教育現場等にも活用されています。

　矢掛町が合併して 7 年後の昭和 35
年 7月に矢掛公民館から「広報やかげ」
の前身となる「明るい矢掛」が創刊さ
れました。また、昭和42年 7月には、
「報道やかげ」が創刊され、いずれも
町内会回覧で町民のもとに届けられま
した。

■ アキを確保して判別しやすく■ まぎらわしい画線をなくして
　 シンプルなデザインに

■ 濁点部分のキャップを十分
　 確保して、視野を高める

■ 点対称の文字の差別化
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毎
月
町
の
情
報
を
お

届
け
し
て
い
る
「
広
報

や
か
げ
」。

　
皆
さ
ん
の
お
手
元
に

届
く
ま
で
の
流
れ
を
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

企
画
案
を
練
る

広
報
紙
全
体
の
企
画
案
を
考
え
ま
す
。
特
集
を

組
む
場
合
は
、「
ど
う
い
っ
た
内
容
で
」、「
最
終

的
に
何
を
伝
え
た
い
か
」
を
考
え
、
シ
ナ
リ
オ

を
立
て
て
い
き
ま
す
。

ペ
ー
ジ
割
構
成
を
作
成

記
事
の
内
容
に
応
じ
て
ペ
ー
ジ
構
成
を
考
え
ま

す
。
記
事
の
重
要
度
や
配
分
を
考
え
な
が
ら
配

置
し
て
い
き
ま
す
。
こ
の
作
業
が
紙
面
づ
く
り

で
一
番
頭
を
悩
ま
せ
る
作
業
で
す
。

編
集
作
業

読
者
か
ら
の
見
た
目
、
読
み
や
す
さ
、
伝
わ
り

や
す
さ
を
考
え
な
が
ら
編
集

を
行
い
ま
す
。
当
町
は
編
集

ソ
フ
ト
（
Ｄ
Ｔ
Ｐ
）
を
導
入

し
て
い
な
い
た
め
、
パ
ワ
ー

ポ
イ
ン
ト
で
お
お
ま
か
な
編

集
を
行
っ
て
い
ま
す
。

入
　稿

印
刷
会
社
に
編
集
し
た
デ
ー
タ
を
渡
し
ま
す
。

校
　正

入
稿
し
た
デ
ー
タ
を
元
に
印
刷
会
社
が
広
報
の

原
形
を
作
り
、
仮
り
印
刷
し
ま
す
。
誤
字
脱
字

や
見
づ
ら
い
部
分
が
な
い
か
の
チ
ェ
ッ
ク
を
し

ま
す
。

印
　刷

最
終
チ
ェ
ッ
ク
を
終
え
、
毎
号
５
１
０
０
部
が

印
刷
会
社
で
印
刷
・
製
本
さ
れ
ま
す
。

配
　布

毎
月
17
日
（
1
月
は
7
日
）
に
役
場
職
員
が
各

町
内
会
長
へ
届
け
、
各
ご
家
庭
へ
配
布
し
て
い

ま
す
。
町
内
会
未
加
入
の
皆
さ
ん
へ
は
役
場
ま

た
は
や
か
げ
文
化
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区
公
民
館

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

矢
掛
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

広
報
や
か
げ
が
で
き
る
ま
で

取
　材

町
内
に
足
を
運
び
写

真
撮
影
し
ま
す
。
取

材
先
で
の
皆
さ
ん
と

の
交
流
は
、
広
報
担

当
と
し
て
の
楽
し
み

の
一
つ
で
す
。

各
担
当
課
か
ら

掲
載
情
報
の
収
集

各
担
当
課
か
ら
の
広

報
紙
掲
載
依
頼
を
取

り
ま
と
め
ま
す
。

（
毎
月
20
日
頃
）

Interview①
佐
さ

藤
と う

　 肇
はじめ

さん（100歳）本堀
「広報やかげは毎月の楽しみで、隅々まで読んでいます。」

昨年 10 月に 100 歳のお誕生日を迎えられた佐藤さん。
息子さん夫婦とともに元気に過ごされています。

●「広報やかげ」を読まれていますか ?
⇒広報やかげは毎月届くのを楽しみにしています。年を重ね 
るにしたがって外出の機会も減り、世間が狭くなっているよ
うに思えます。そこで新聞や広報紙を最初から最後までじっ
くり読んで情報を収集しています。過去の広報紙も束ねて段
ボールに入れて保管しています。
●「広報やかげ」を読んでの感想は ?
⇒今の広報紙は写真も多く、文字の大きさもちょうど良いの
で読みやすく、すべてのページがカラーなので見やすいです。
町の行事などは自分が行くことができないので、写真も含め
て楽しみにしています。言葉の使い方一つとっても難しいと
思いますが、読みやすく理解しやすいと思います。

Interview②
大
お お

西
に し

義
よ し

輝
て る

さん（36歳）・稔
と し

子
こ

さん（33歳）
咲
さ

羽
わ

さん（9歳）・咲
え

寧
な

さん（8歳）東川面
「娘が表紙に掲載された号は、大切に保管しています。」

5 年前に倉敷市から矢掛町に U ターン。
ご夫婦と小学生のお子さん 2 人の 4 人暮らし。

●「広報やかげ」を読まれていますか ?
⇒倉敷市に住んでいた頃はあまり広報紙を目にすることがあ 
りませんでしたが、こちらに来てから町内会で配られるので 
目を通すようになりました。
●「広報やかげ」で目が行く記事は ?
⇒子どもがいるので、子どもの行事や町の行事が載っている 
記事を中心に見ています。あとは、補助金関係や子どもに関 
係する情報もチェックしています。やはり子育て中の親は子
どもがらみの記事に目が行くと思います。子どもと一緒に知 
り合いが載っているか探したりします。

●今後の「広報やかげ」に期待するものは ?
⇒矢掛町の移り変わりを広報紙で見るのを楽しみにしていま
す。一方で、町内には多くの外国人の皆さんがおられます。
日本人の我々は大丈夫ですが、外国人の皆さんにもわかるよ
うにできるだけわかりやすく、もう少し簡単な言葉を使って
も良いのではないでしょうか。これは広報紙だけでなく、町
からの情報発信すべてにお願いできたらと思います。

●今後の「広報やかげ」に期待するものは ?
⇒新たに創業したお店の紹介や町内の飲食店の割引サービス
を付けたりすれば、もっと若者が広報紙を見るようになるの
ではないでしょうか。若者向けの情報を入れることで、年配
の方も反応して相乗効果で町内が盛り上がると思います。ま
た、お年寄りや子ども向けのクロスパズルや豆知識のコー
ナーを設けるとより読者が楽しめると思います。

↑自身が100歳を迎えられた際に掲載されたページを指さす佐藤さん。

↑３年前に咲羽さん（写真左から 2 番目）が表紙に。
　当時のエピソードを話してくれました。
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令和の時代も「広報やかげ」
矢掛町の「今」を伝える
昭和から平成、令和へと時代を重ね、
これからも矢掛町の情報を皆さんにお伝えしていきます。

れ
ば
な
ら
な
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こ
と
に
つ
い
て
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正
確
な
判

断
を
下
せ
る
よ
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な
報
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で
な
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れ
ば
な
ら

な
い
。
広
報
活
動
を
通
じ
て
、
住
民
と
自
治

体
と
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住
民
相
互
の
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の
人
間
関
係
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深
め
強
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こ
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内
容
が
述
べ
ら
れ
て
い

ま
す
。
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。
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家
庭
へ
配
布
し
て
い

ま
す
。
町
内
会
未
加
入
の
皆
さ
ん
へ
は
役
場
ま

た
は
や
か
げ
文
化
セ
ン
タ
ー
、
各
地
区
公
民
館

で
配
布
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

矢
掛
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　「
広
報
や
か
げ
」は
昭
和
45
年
の
創
刊
以
来
、

約
50
年
に
わ
た
り
町
の
広
報
紙
と
し
て
、
町

民
の
皆
さ
ん
に
情
報
を
発
信
し
て
き
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
身
近
で
、
矢
掛
町
の
情
報
源
と

し
て
必
要
と
さ
れ
る
広
報
紙
を
目
指
し
て
毎

月
制
作
し
て
い
ま
す
。

　
現
在
は
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
簡
単
に
情
報
を
手
に
入
れ
る
こ
と

が
で
き
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
サ
ー
ビ
ス
）
を
は
じ
め
と
す
る
情
報
発

信
ツ
ー
ル
に
よ
り
、
情
報
の
拡
散
ス
ピ
ー
ド

は
向
上
し
ま
し
た
。
し
か
し
、
そ
の
中
に
は

誤
っ
た
情
報
が
含
ま
れ
て
い
る
場
合
も
あ
り
、

私
た
ち
は
膨
大
な
情
報
量
の
中
か
ら
自
分
で

正
し
い
情
報
を
選
別
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　「
広
報
や
か
げ
」
第
１
号
に
掲
載
さ
れ
て
い

る
当
時
の
片
山
茂
雄
町
長
の
発
刊
あ
い
さ
つ

に
は
「
広
報
は
、
誰
も
が
関
心
を
持
た
な
け

広報やかげ500号（平成23年 11月）で登場されてい
た岡田紗弥さん（小林）。小学4年生になった今でも時々
広報紙に目を通してくれています。

5 令和２年３月号



第
３
回
お
か
や
ま
矢
掛
本
陣
文
学
賞
（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

石
井
科
学
文
化
賞
・
渡
邊
武
次
郎
賞（
敬
称
略
）

【
石
井
科
学
文
化
賞
】

守
屋
　
小
春
（
矢
掛
小
）

守
屋
　
恵
里
（
美
川
小
）

岡
﨑
　
恵
実
（
三
谷
小
）

横
田
　
心
優
（
山
田
小
）

出
原
　
崇
弘
（
川
面
小
）

時
松
　
葉
月
（
中
川
小
）

石
原
　
　
結
（
小
田
小
）

春
名
　
萌
羽
（
矢
掛
中
）

奥
野
　
凪
人
（
小
北
中
）

【
渡
邊
武
次
郎
賞
】

河
上
　
華
子
（
矢
掛
小
）

平
井
　
友
彩
（
美
川
小
）

田
中
　
蒼
羽
（
三
谷
小
）

中
島
慶
一
郎
（
山
田
小
）

藤
岡
　
　
駿
（
川
面
小
）

大
森
　
乙
永
（
中
川
小
）

小
寺
　
翔
真
（
小
田
小
）

栗
田
　
琉
以
（
矢
掛
中
）

遠
藤
く
る
み
（
小
北
中
）

　
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
身
近
な
方
法
で
行
政
情
報
を
お
届
け
す
る
た
め
に
、
新
た
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ（
ラ
イ
ン
）
に
よ
る
情
報
発
信
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
行
政
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
防
災
情
報
等
町
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
安
心
の
た
め
に
必
要
な

情
報
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
の
で
、「
友
だ
ち
登
録
」
を
お
願
い
し
ま
す
。

　「
矢
掛
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
登
録
方
法

■問
総
務
企
画
課
秘
書
広
報
室
　
☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
２
２

矢
掛
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
国
民
健
康
保
険
（
以
下
国
保
）
に
加
入
、
ま
た
は
脱
退
す
る
時
は
必
ず
町
民
課
へ
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
自
動
的
に
は
切
り
替
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
国
保
に
加
入
す
る
時

•
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
脱
退
し
た
時

•
家
族
の
職
場
の
健
康
保
険
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
時 

な
ど

●
国
保
を
脱
退
す
る
時

•
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
時

•
家
族
の
職
場
の
健
康
保
険
の
扶
養
に
な
っ
た
時 

な
ど

※

届
け
出
に
必
要
な
も
の
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
町
民
課
国
保
消
費
生
活
係
　
☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
７
１

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退
の
手
続
き
を

お
忘
れ
な
く

追
加
方
法
①

「
友
だ
ち
」↓「
友
だ
ち
追
加
」↓「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」

で
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
く
だ

さ
い
。

追
加
方
法
②

「
友
だ
ち
」↓「
検
索
」か
ら
『
矢
掛
町
』
で
検

索
し
て
く
だ
さ
い
。

 

　
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和
54
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
男
性
の
人
は
、
風
し
ん
の
予
防

接
種
を
受
け
る
機
会
が
一
度
も
な
か
っ
た
た

め
、
令
和
元
年
度
か
ら
３
年
間
に
限
り
、
風

し
ん
の
抗
体
検
査
、
予
防
接
種
を
無
料
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
抗
体
検
査
は
、
職
場
の
健
診
で
も
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
対
象
者
は
、
こ
の

機
会
に
風
し
ん
の
抗
体
検
査
を
受
け
、
風
し

ん
の
抗
体
が
あ
る
か
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

事
前
に
自
身
の
職
場
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
の
皆
さ
ん
へ

風
し
ん
の
抗
体
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い

■問
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
・ 

保
健
業
務
係

　 

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
９
６
３
０

　
人
間
ド
ッ
ク
等
を
個
人
的
に
受
診
し
た
人
は
、
健
診
結
果
の
提
出
に
よ
り
、
矢
掛
町
の
特
定

健
診
を
受
け
た
こ
と
に
で
き
ま
す
。
矢
掛
町
の
受
診
率
向
上
の
た
め
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
対
象
健
診
　
平
成
31
年
４
月
１
日
㈪
〜
令
和
２
年
３
月
31
日
㈫
の
間
に
受
診
し
た
健
診

　
　
　
　
　
　（
人
間
ド
ッ
ク
・
職
場
の
健
診
な
ど
で
次
の
必
要
項
目
が
す
べ
て
揃
っ
て
い
る
も

の
）

●
必
要
項
目
　
①
受
診
日・受
診
者
氏
名・健
診
機
関
名・医
師
氏
名・医
師
の
診
断
（
コ
メ
ン
ト
）

　
　
　
　
　
　
②
身
体
計
測（
身
長・体
重・腹
囲
）、 

③
内
科
診
察
、 

④
血
圧
、 

⑤
尿
検
査（
蛋
白・

　
　
　
　
　
　
糖
）、 

⑥
血
液
検
査
（
肝
機
能
：
Ｇ
Ｏ
Ｔ・Ｇ
Ｐ
Ｔ・ｒ-

Ｇ
Ｔ
Ｐ
、

　
　
　
　
　
　
血
中
脂
質
：
中
性
脂
肪
・Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、

　
　
　
　
　
　
血
糖
値
：
空
腹
時
血
糖
ま
た
は
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
）

●
提
出
方
法
　
役
場
１
階
保
健
福
祉
課
へ
健
診
結
果
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
コ
ピ
ー
を
と
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
問
診
票
記
入
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
提
出
期
限
　
令
和
２
年
６
月
30
日
㈫

■問
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
・
保
健
業
務
係
　
☎（
82
）１
０
１
３  

有
線 

９
６
３
０

国
保
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
以
上
75
歳
未
満
の
皆
さ
ん
へ

健
診
結
果
の
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

◎クーポン券の取得方法
●昭和 37年４月２日～昭和 47年４月１日生まれの男性の人
⇒令和元年度は、クーポン券は送付されず、次年度以降に段階
的に送付されます。早めにクーポン券の発行を希望される人は、
役場へ申込書を提出してください。（詳しくは矢掛町ホームペー
ジをご覧ください）
●昭和 47年４月２日～昭和 54年４月１日生まれの男性の人
⇒すでにクーポン券を送付しています。（令和元年５月中旬）
クーポン券の有効期限は令和２年３月31日までとなっていまし
たが、令和３年３月 31 日まで延長となりました。延長手続き
は不要で、お手元のクーポン券をそのまま使用することができ
ますのでご利用ください。紛失した人は再発行できますのでお
問合せください。

風しんとは？
　感染者の唾液のしぶきなどによって他の人にうつ
る、感染力が強い感染症です。
　妊娠早期の妊婦が風しんに感染すると、出生児に先
天性風しん症候群（眼や耳、心臓に障害が出るもの）
など重大な障害がでる危険性が高まります。
　子どもや妊婦を守るためにも、まずは風しんの抗体
検査を受けてください。

入
居
者
募
集

コ
ー
ポ
さ
く
ら
入
居
者
募
集

【
コ
ー
ポ
さ
く
ら
】

　（
住
所
　
里
山
田
９
２
１-

１
）

　
●
募
集
戸
数

　
　 

標
準
世
帯
用
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
　
２
戸

　
●
家
　
賃
　（
月
額
）
４
０
，
０
０
０
円

　
　 

駐
車
場
（
月
額
）１
区
画
３
，
０
０
０
円

　
●
募
集
期
間
　
３
月
19
日
㈭
〜
３
月
30
日
㈪

　
　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　（
土
・
日
・
祝
は
除
く
）

■問
建
設
課
管
理
住
宅
係
　
☎（
82
）１
０
１
４  

有
線 

０
６
０
５

●
対
象
者

　
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和
54
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
男
性

●
検
査
費
用
　
無
料
（
ク
ー
ポ
ン
券
が
必
要
）

◎
無
料
抗
体
検
査
の
受
け
方

　
お
手
元
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
用
意
し
、
全
国

の
実
施
医
療
機
関
、
職
場
等
の
健
診
、
特
定

健
診
の
機
会
な
ど
を
利
用
し
て
受
け
て
く
だ

さ
い
。
実
施
医
療
機
関
は
、
厚
生
労
働
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Information
まちからの

お知らせ

【
詩
】

　（
一
般
）
入
選 

畑
地
　
泉
　
佳
作 

長
谷
川
浮
二
子

　（
18
歳
以
下
）入
選 

中
島
彩
乃（
山
田
小
）　
佳
作 
山
根
倫
太
朗（
矢
掛
小
）、 

西
野
心
乃
美（
山

田
小
）、 

室
　
美
空
（
矢
掛
小
）、 

青
江
太
智
（
三
谷
小
）

【
短
　
歌
】

　（
一
般
）
入
選 

長
谷
川
浮
二
子
　
佳
作 

妹
尾
和
子

　（
18
歳
以
下
）
入
選 

藤
岡
星
羅
（
矢
掛
中
）　
佳
作 

金
光
七
穂
（
小
北
中
）

【
俳
　
句
】

　（
一
般
）
入
選 

小
幡
恒
雄
　
佳
作 

岡
田
偀
子
、田
中
敏
子
、渡
邉
倫
子

　（
18
歳
以
下
）
入
選 

近
藤
久
美
（
矢
掛
高
）　
佳
作 

石
野
心
人
（
山
田
小
）、栗
田
蒼
大
（
小

田
小
）、平
野
咲
太
朗
（
矢
掛
小
）、守
時
大
貴
（
川
面
小
）、二
宮
優
冴
（
美
川
小
）、藤
田
美

桜
（
矢
掛
小
）、林
　
侑
志
（
三
谷
小
）、東
田
美
咲
（
小
田
小
）、多
賀
光
華
（
中
川
小
）、石

川
竜
次（
矢
掛
小
）、佐
藤
　
旬（
矢
掛
小
）、 

則
信
愛
空（
山
田
小
）、藤
永
ゆ
か
り（
矢
掛
中
）、

渡
邉
稜
太
（
矢
掛
中
）

【
川
　
柳
】

　（
一
般
）
入
選 

池
田
　
享
　
佳
作 

田
中
ケ
イ
子
、山
元
知
枝

　（
18
歳
以
下
）
入
選 

和
田
実
夏
（
矢
掛
中
）　
佳
作 

川
西
未
桜
（
山
田

小
）、杉
本
憲
洋
（
小
北
中
）

【
随
筆
・
童
話
・
作
文
】

　（
一
般
）
入
選 

塩
田
節
子
　
佳
作 

加
藤
光
子
、森
山
竜
一

　（
18
歳
以
下
）入
選 

三
宅
百
香（
小
田
小
）　
佳
作 

木
山
風
花（
矢
掛
中
）

【
自
　
由
】

　（
一
般
）
入
選 

岡
田
紀
之
　
佳
作 

楢
崎
裕
志

　（
18
歳
以
下
）
入
選 

守
屋
雅
人
（
矢
掛
高
）　
佳
作 

妹
尾
璃
虹
（
山
田

小
）、妹
尾
若
奈
（
矢
掛
高
）

6令和２年３月号



第
３
回
お
か
や
ま
矢
掛
本
陣
文
学
賞
（
敬
称
略
）

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

石
井
科
学
文
化
賞
・
渡
邊
武
次
郎
賞（
敬
称
略
）

【
石
井
科
学
文
化
賞
】

守
屋
　
小
春
（
矢
掛
小
）

守
屋
　
恵
里
（
美
川
小
）

岡
﨑
　
恵
実
（
三
谷
小
）

横
田
　
心
優
（
山
田
小
）

出
原
　
崇
弘
（
川
面
小
）

時
松
　
葉
月
（
中
川
小
）

石
原
　
　
結
（
小
田
小
）

春
名
　
萌
羽
（
矢
掛
中
）

奥
野
　
凪
人
（
小
北
中
）

【
渡
邊
武
次
郎
賞
】

河
上
　
華
子
（
矢
掛
小
）

平
井
　
友
彩
（
美
川
小
）

田
中
　
蒼
羽
（
三
谷
小
）

中
島
慶
一
郎
（
山
田
小
）

藤
岡
　
　
駿
（
川
面
小
）

大
森
　
乙
永
（
中
川
小
）

小
寺
　
翔
真
（
小
田
小
）

栗
田
　
琉
以
（
矢
掛
中
）

遠
藤
く
る
み
（
小
北
中
）

　
町
で
は
、
町
民
の
皆
さ
ん
に
よ
り
身
近
な
方
法
で
行
政
情
報
を
お
届
け
す
る
た
め
に
、
新
た
に

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ア
プ
リ
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ（
ラ
イ
ン
）
に
よ
る
情
報
発
信
を
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
行
政
情
報
や
イ
ベ
ン
ト
情
報
、
防
災
情
報
等
町
民
の
皆
さ
ん
の
安
全
安
心
の
た
め
に
必
要
な

情
報
を
提
供
し
て
い
き
ま
す
の
で
、「
友
だ
ち
登
録
」
を
お
願
い
し
ま
す
。

　「
矢
掛
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
」
登
録
方
法

■問
総
務
企
画
課
秘
書
広
報
室
　
☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
２
２

矢
掛
町
公
式
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

　
国
民
健
康
保
険
（
以
下
国
保
）
に
加
入
、
ま
た
は
脱
退
す
る
時
は
必
ず
町
民
課
へ
届
出
を
し
て

く
だ
さ
い
。
自
動
的
に
は
切
り
替
わ
り
ま
せ
ん
の
で
、
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
国
保
に
加
入
す
る
時

•
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
を
脱
退
し
た
時

•
家
族
の
職
場
の
健
康
保
険
の
扶
養
か
ら
外
れ
た
時 

な
ど

●
国
保
を
脱
退
す
る
時

•
職
場
の
健
康
保
険
な
ど
に
加
入
し
た
時

•
家
族
の
職
場
の
健
康
保
険
の
扶
養
に
な
っ
た
時 

な
ど

※

届
け
出
に
必
要
な
も
の
な
ど
詳
し
く
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■問
町
民
課
国
保
消
費
生
活
係
　
☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
７
１

国
民
健
康
保
険
の
加
入
・
脱
退
の
手
続
き
を

お
忘
れ
な
く

追
加
方
法
①

「
友
だ
ち
」↓「
友
だ
ち
追
加
」↓「
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
」

で
左
記
の
Ｑ
Ｒ
コ
ー
ド
を
読
み
取
っ
て
く
だ

さ
い
。

追
加
方
法
②

「
友
だ
ち
」↓「
検
索
」か
ら
『
矢
掛
町
』
で
検

索
し
て
く
だ
さ
い
。

 

　
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和
54
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
男
性
の
人
は
、
風
し
ん
の
予
防

接
種
を
受
け
る
機
会
が
一
度
も
な
か
っ
た
た

め
、
令
和
元
年
度
か
ら
３
年
間
に
限
り
、
風

し
ん
の
抗
体
検
査
、
予
防
接
種
を
無
料
で
受

け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
抗
体
検
査
は
、
職
場
の
健
診
で
も
受
け
る

こ
と
が
で
き
ま
す
の
で
、
対
象
者
は
、
こ
の

機
会
に
風
し
ん
の
抗
体
検
査
を
受
け
、
風
し

ん
の
抗
体
が
あ
る
か
確
認
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※

事
前
に
自
身
の
職
場
へ
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和
54
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
男
性
の
皆
さ
ん
へ

風
し
ん
の
抗
体
検
査
を
受
け
て
く
だ
さ
い

■問
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
・ 

保
健
業
務
係

　 

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
９
６
３
０

　
人
間
ド
ッ
ク
等
を
個
人
的
に
受
診
し
た
人
は
、
健
診
結
果
の
提
出
に
よ
り
、
矢
掛
町
の
特
定

健
診
を
受
け
た
こ
と
に
で
き
ま
す
。
矢
掛
町
の
受
診
率
向
上
の
た
め
、
多
く
の
皆
さ
ん
の
ご
協

力
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

●
対
象
健
診
　
平
成
31
年
４
月
１
日
㈪
〜
令
和
２
年
３
月
31
日
㈫
の
間
に
受
診
し
た
健
診

　
　
　
　
　
　（
人
間
ド
ッ
ク
・
職
場
の
健
診
な
ど
で
次
の
必
要
項
目
が
す
べ
て
揃
っ
て
い
る
も

の
）

●
必
要
項
目
　
①
受
診
日・受
診
者
氏
名・健
診
機
関
名・医
師
氏
名・医
師
の
診
断
（
コ
メ
ン
ト
）

　
　
　
　
　
　
②
身
体
計
測（
身
長・体
重・腹
囲
）、 

③
内
科
診
察
、 

④
血
圧
、 

⑤
尿
検
査（
蛋
白・

　
　
　
　
　
　
糖
）、 

⑥
血
液
検
査
（
肝
機
能
：
Ｇ
Ｏ
Ｔ・Ｇ
Ｐ
Ｔ・ｒ-

Ｇ
Ｔ
Ｐ
、

　
　
　
　
　
　
血
中
脂
質
：
中
性
脂
肪
・Ｈ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
・Ｌ
Ｄ
Ｌ
コ
レ
ス
テ
ロ
ー
ル
、

　
　
　
　
　
　
血
糖
値
：
空
腹
時
血
糖
ま
た
は
Ｈ
ｂ
Ａ
１
ｃ
）

●
提
出
方
法
　
役
場
１
階
保
健
福
祉
課
へ
健
診
結
果
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。
コ
ピ
ー
を
と
ら
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。
ま
た
、
問
診
票
記
入
の
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

●
提
出
期
限
　
令
和
２
年
６
月
30
日
㈫

■問
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
・
保
健
業
務
係
　
☎（
82
）１
０
１
３  

有
線 

９
６
３
０

国
保
に
加
入
し
て
い
る
40
歳
以
上
75
歳
未
満
の
皆
さ
ん
へ

健
診
結
果
の
提
出
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

◎クーポン券の取得方法
●昭和 37年４月２日～昭和 47年４月１日生まれの男性の人
⇒令和元年度は、クーポン券は送付されず、次年度以降に段階
的に送付されます。早めにクーポン券の発行を希望される人は、
役場へ申込書を提出してください。（詳しくは矢掛町ホームペー
ジをご覧ください）
●昭和 47年４月２日～昭和 54年４月１日生まれの男性の人
⇒すでにクーポン券を送付しています。（令和元年５月中旬）
クーポン券の有効期限は令和２年３月31日までとなっていまし
たが、令和３年３月 31 日まで延長となりました。延長手続き
は不要で、お手元のクーポン券をそのまま使用することができ
ますのでご利用ください。紛失した人は再発行できますのでお
問合せください。

風しんとは？
　感染者の唾液のしぶきなどによって他の人にうつ
る、感染力が強い感染症です。
　妊娠早期の妊婦が風しんに感染すると、出生児に先
天性風しん症候群（眼や耳、心臓に障害が出るもの）
など重大な障害がでる危険性が高まります。
　子どもや妊婦を守るためにも、まずは風しんの抗体
検査を受けてください。

入
居
者
募
集

コ
ー
ポ
さ
く
ら
入
居
者
募
集

【
コ
ー
ポ
さ
く
ら
】

　（
住
所
　
里
山
田
９
２
１-

１
）

　
●
募
集
戸
数

　
　 
標
準
世
帯
用
　
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
　
２
戸

　
●
家
　
賃
　（
月
額
）
４
０
，
０
０
０
円

　
　 

駐
車
場
（
月
額
）１
区
画
３
，
０
０
０
円

　
●
募
集
期
間
　
３
月
19
日
㈭
〜
３
月
30
日
㈪

　
　
　
　
　
　
　
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　
　（
土
・
日
・
祝
は
除
く
）

■問
建
設
課
管
理
住
宅
係
　
☎（
82
）１
０
１
４  

有
線 

０
６
０
５

●
対
象
者

　
昭
和
37
年
４
月
２
日
〜
昭
和
54
年
４
月
１

日
生
ま
れ
の
男
性

●
検
査
費
用
　
無
料
（
ク
ー
ポ
ン
券
が
必
要
）

◎
無
料
抗
体
検
査
の
受
け
方

　
お
手
元
に
ク
ー
ポ
ン
券
を
用
意
し
、
全
国

の
実
施
医
療
機
関
、
職
場
等
の
健
診
、
特
定

健
診
の
機
会
な
ど
を
利
用
し
て
受
け
て
く
だ

さ
い
。
実
施
医
療
機
関
は
、
厚
生
労
働
省
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

Information
まちからの

お知らせ

【
詩
】

　（
一
般
）
入
選 

畑
地
　
泉
　
佳
作 

長
谷
川
浮
二
子

　（
18
歳
以
下
）入
選 

中
島
彩
乃（
山
田
小
）　
佳
作 

山
根
倫
太
朗（
矢
掛
小
）、 

西
野
心
乃
美（
山

田
小
）、 

室
　
美
空
（
矢
掛
小
）、 

青
江
太
智
（
三
谷
小
）

【
短
　
歌
】

　（
一
般
）
入
選 

長
谷
川
浮
二
子
　
佳
作 

妹
尾
和
子

　（
18
歳
以
下
）
入
選 

藤
岡
星
羅
（
矢
掛
中
）　
佳
作 

金
光
七
穂
（
小
北
中
）

【
俳
　
句
】

　（
一
般
）
入
選 

小
幡
恒
雄
　
佳
作 

岡
田
偀
子
、田
中
敏
子
、渡
邉
倫
子

　（
18
歳
以
下
）
入
選 

近
藤
久
美
（
矢
掛
高
）　
佳
作 

石
野
心
人
（
山
田
小
）、栗
田
蒼
大
（
小

田
小
）、平
野
咲
太
朗
（
矢
掛
小
）、守
時
大
貴
（
川
面
小
）、二
宮
優
冴
（
美
川
小
）、藤
田
美

桜
（
矢
掛
小
）、林
　
侑
志
（
三
谷
小
）、東
田
美
咲
（
小
田
小
）、多
賀
光
華
（
中
川
小
）、石

川
竜
次（
矢
掛
小
）、佐
藤
　
旬（
矢
掛
小
）、 

則
信
愛
空（
山
田
小
）、藤
永
ゆ
か
り（
矢
掛
中
）、

渡
邉
稜
太
（
矢
掛
中
）

【
川
　
柳
】

　（
一
般
）
入
選 

池
田
　
享
　
佳
作 

田
中
ケ
イ
子
、山
元
知
枝

　（
18
歳
以
下
）
入
選 

和
田
実
夏
（
矢
掛
中
）　
佳
作 

川
西
未
桜
（
山
田

小
）、杉
本
憲
洋
（
小
北
中
）

【
随
筆
・
童
話
・
作
文
】

　（
一
般
）
入
選 

塩
田
節
子
　
佳
作 

加
藤
光
子
、森
山
竜
一

　（
18
歳
以
下
）入
選 

三
宅
百
香（
小
田
小
）　
佳
作 

木
山
風
花（
矢
掛
中
）

【
自
　
由
】

　（
一
般
）
入
選 

岡
田
紀
之
　
佳
作 

楢
崎
裕
志

　（
18
歳
以
下
）
入
選 

守
屋
雅
人
（
矢
掛
高
）　
佳
作 

妹
尾
璃
虹
（
山
田

小
）、妹
尾
若
奈
（
矢
掛
高
）

7 令和２年３月号



Information
まちからの

お知らせ

　栄
養
委
員
と
は
、
料
理
教
室
や
イ
ベ
ン
ト
を
通
し
て
、
生
活
習
慣
病
の
予
防
な
ど
、
食
生
活
の

改
善
や
健
康
づ
く
り
を
啓
発
し
て
い
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
、
地
域
で
幅
広
く
活
動
を
し
て
い
ま
す
。

　食
育
に
興
味
が
あ
る
人
、
人
と
接
す
る
こ
と
が
好
き
な
人
、
ぜ
ひ
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

●
栄
養
委
員
の
対
象
　18
歳
以
上
の
町
民
（
男
女
不
問
）

●
栄
養
委
員
に
な
る
に
は
　役
場
保
健
福
祉
課
に
お
申
込
み
く
だ
さ
い
。

　
　町
が
開
催
す
る
栄
養
改
善
教
室
に
参
加
し
、
食
生
活
の
改
善
や
健
康
づ

　く
り
に
関
す
る
こ
と
を
学
び
ま
す
。

　

※

現
在
、
矢
掛
町
に
は
46
人
の
栄
養
委
員
が
い
ま
す
。

●
栄
養
改
善
教
室
の
ご
案
内

　と

　き
　５
月
と
６
〜
３
月
の
第
３
木
曜
日
　午
前
９
時
〜
午
後
１
時

　
　
　
　
　（５
月
は
総
会
の
た
め
別
途
案
内
を
し
ま
す
。
８
月
は
お
休
み
で
す
）

　と
こ
ろ
　町
健
康
管
理
セ
ン
タ
ー

　内

　容
　食
事
や
運
動
な
ど
に
関
す
る
講
話
、
調
理
実
習
な
ど
（
全
10
回
）

　
　
　
　
　

※

学
ん
だ
こ
と
を
地
域
の
皆
さ
ん
に
料
理
教
室
な
ど
で
伝
達
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

●
申
込
締
切
　４
月
６
日
㈪

■問
保
健
福
祉
課
健
康
づ
く
り
係
　☎（
82
）１
０
１
３
　有
線
９
６
３
０

障
が
い
の
あ
る
人
の
軽
自
動
車
税
種
別
割
の
減
免
に
つ
い
て

　身
体
等
に
障
が
い
の
あ
る
人
の
所
有
す
る
軽
自
動
車
に
つ
い
て
は
、
障
が
い
の
程
度
に
よ
り
軽

自
動
車
税
種
別
割
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
こ
れ
は
毎
年
申
請
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
、
該
当
者
は
必
ず
４
月
23
日
㈭
ま
で
に
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

　た
だ
し
普
通
自
動
車
税
種
別
割
（
県
税
）
の
減
免
を
受
け
ら
れ
て
い
る
人
は
、
軽
自
動
車
税
種

別
割
の
減
免
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

●
対

　
　象

•
身
体
等
に
障
が
い
の
あ
る
人
が
所
有
す
る
軽
自
動
車

•
18
歳
未
満
で
障
が
い
の
あ
る
人
ま
た
は
精
神
障
が
い
の
あ
る
人
と
生
計
を
同
一
に
す
る
人
が
所

有
す
る
軽
自
動
車

※

減
免
の
対
象
と
な
る
障
が
い
の
程
度
に
つ
い
て
は
、
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●
持
参
物
　身
体
障
害
者
手
帳
な
ど
、
障
が
い
が
あ
る
こ
と
を
証
明
す
る
も
の
、
運
転
免
許
証
、

車
検
証
、
認
印
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
（
通
知
カ
ー
ド
）

●
受
付
期
間
　４
月
１
日
㈬
〜
23
日
㈭

※

期
間
内
に
申
し
出
の
無
い
場
合
は
減
免
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
の
で
、
お
早
め
に
申
請
し
て
く

だ
さ
い
。

■問
町
民
課
資
産
税
係
　☎（
82
）１
０
１
１
　有
線
０
５
６
１

栄
養
委
員
募
集

   

  

 

 

やかげＤＭＯ通信

■問（一財）矢掛町観光交流推進機構【やかげＤＭＯ】
　 矢掛2552番地２（旧矢掛商業高校跡）☎（83）0001　FAX（83）0025

まちづくり400年　記念イベント企画募集まちづくり400年　記念イベント企画募集まちづくり400年　記念イベント企画募集

　今年、矢掛町は宿場町としてまちづくり400年を迎えます。
　やかげ DMOでは 400 年を記念して町民の皆さんと盛り上げるために、皆様から企画を募集しま
す。皆さんのアイデアをお待ちしています。

　応募要項
　●募集内容　まちづくり400年記念イベント企画
　　　　　　　１名につき5つまで応募いただけます。
　●募集期間　令和２年３月20日㈮～令和２年５月31日㈰まで
　●応募方法　•専用の提案用紙を下記まで郵送または持参するか、電子メールでご応募ください。

（用紙は町ホームページからダウンロードするか、やかげ DMO 事務所または役場
産業観光課で入手してください。）※企画内容はできる限り詳細に記入してください。

　●応 募 先　郵送又は持参　　〒714-1201　矢掛町矢掛2552-2
　　　　　　　　　　　　　　　（一財）矢掛町観光交流推進機構　宛
　　　　　　　電子メール　　　yakage-kanko@yakage-dmo.or.jp
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保健福祉課保健業務係・健康づくり係
　 ☎（82）1013　 有線　9630
問

４月の健康カレンダー

Health  Calendar　AprilHealth  Calendar　April

健康・子育て・こころ（ところ  健康管理センター）

受付：午後 1時～1 時30分
開催：午後 1 時30分～  8日㈬ 2歳児歯科健康診査

受付：午前 9時 20分～9時 30分
開催：午前 9時 30分～  9日㈭ すこやか育児学級

対象：7～10か月児
受付：午前 9時～10時
開催：午前 9時～15日㈬ 育児相談

と　き 受　　　付 内　　　容

休日当番医

  5日㈰
12日㈰
19日㈰ ☎(82)３１１３筒　井　医　院
26日㈰ ☎(82)１３２６矢　掛　病　院
29日㈬/㈷ ☎(82)３０７０おぐら整形外科
※事前に連絡をしてから受診してください。

☎(82)１３２６矢　掛　病　院
☎(82)１０５０小　塚　医　院

と　　き 病　　　院　　　名

新型コロナウイルス感染拡大防止に努めましょう
　現在、日本国内においても新型コロナウイルスの感染が拡大しています。先月号でも取り上げましたが、皆さ
ん一人ひとりが感染予防を徹底し、感染拡大防止に努めましょう。
　また、換気が悪く、人が密に集まって過ごすような空間に集団で集まることは避け、不要不急な外出は控えまし
ょう。

新型コロナウイルス感染症電話相談窓口
　新型コロナウイルスによる感染症について不安なことがある場合は、相談窓口に連絡してください。
　☎：（086）226-7877　ＦＡＸ：（086）225-7283
　（平日：午前９時～午後９時、土日祝日：午前９時～午後５時）

　新型コロナウイルスに関する最新の情報は、厚生労働省
　ホームページおよび岡山県ホームページをご覧ください。

１　感染を予防するために
  ●風邪やインフルエンザと同様に、咳エチケットや手洗いなどを徹底してください。

２　相談・受診の前に心がけていただきたいこと
  ●発熱や風邪症状が出た場合は、学校や会社を休んで自宅で療養し、毎日体温を測定して記録しておいてください。
  ●医療機関を受診する場合は、医療機関に事前に連絡し、マスクを着用して受診してください。

３　帰国者・接触者相談センターにご相談いただく目安
  ●次の症状がある人は、直ちに備中保健所井笠支所「帰国者・接触者相談センター」（☎（0865）69-1675）に
  　ご相談ください。
　 •風邪の症状や３７.５℃以上の発熱が４日以上続く。
　 　（解熱剤を飲み続けなければならない時を含みます。）
　 •強いだるさ（倦怠感）や息苦しさ（呼吸困難）がある。
 ※高齢者、基礎疾患のある人（糖尿病、心不全、呼吸器疾患、透析、抗がん剤投薬者の人など）や、妊婦の人は、
　 上記状態が２日程度続く場合には早めにご相談ください。

厚生労働省ホームページ 岡山県ホームページ

（
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まちのわだい

ふれあいのつどい、ドリアン氏講演 東京・新橋で矢掛町の魅力をPR

↑矢掛町ブランド品を求める来場者でにぎわいました。↑自身の経験談を交えて講演するドリアン助川氏。

　２月７～８日の2日間、東京・新橋のとっとり・
おかやま新橋館（岡山県と鳥取県の共同アンテナシ
ョップ）で「第４回矢掛町ブランド・移住・観光
PRフェア」が開催されました。
　会場には、矢掛町ブランド認定を受けた３事業者
と地域おこし協力隊員が参加し、ブランド品の販売
や試食を行いました。
　また、会場内には移住希望者を対象とした相談コ
ーナーが設けられ、来場者に「岡山県矢掛町」の魅
力を発信しました。

　２月22日、農村環境改善センターで「ふれあい
のつどい」が開催されました。
　講座生による大正琴や着付け、太極拳の舞台発表
の後の人権講演会では、ドリアン助川氏が「私たち
はなぜ生まれてきたのか？～小説「あん」でハンセ
ン病快復者の人生を描いた意味」と題して講演を行
いました。
　「なぜ生まれてきたのかと迷うこともあるかもし
れないが、生まれてきたことに意味があり、生きる
意味があると思ってほしい。」と話しました。

雨の宿場町を疾走、本陣マラソン全国大会
ボランティアの皆さん、沿道で
声援を送ってくださった皆さん
ご協力ありがとうございました。

　２月16日、町総合運動公園を発着点に「第32回矢掛本陣マラソン全国大会」が開催されました。
　あいにくの雨天でしたが、飛脚（ハーフ21・0975㎞）・殿様（10.5㎞）コースをはじめとする４コース17部門
に県内外から1,953人が参加し、宿場町の風情を残す町並みを駆け抜けました。
【町内入賞者の皆さん（敬称略）】
姫様コース（5.7㎞）　　50歳以上（女子）の部　  ９位 稲田真寿美
若様コース（３㎞）小学１～３年生（男子）の部　  ９位 平野咲太朗　10位 岡田　修吾
若様コース（３㎞）小学１～３年生（女子）の部　  ３位 片山　聡菜　  ８位 瀧本あやめ　10位 河上加歩
若様コース（３㎞）小学４～６年生（男子）の部　10位 佐藤　大希
若様コース（３㎞）小学３年生以下（親子）の部　  ２位 守屋　圭史・このみ　  ７位 橋本　　舞・夏空
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　  ８位 青江　訓之・陽真　　10位 植田　誠幸・亜輝
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■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□

Art
やかげ郷土美術館だより� ■問 やかげ郷土美術館　☎（82）2110　有線 8850

常設展示室

町民ギャラリー　　　　　　　

◆ アートてらこや卒業記念作品展　　　  4 月   3 日（金）〜　 5 日（日）

◆ 美術館講座作品展〔洋画〕　　　　　   4 月 11 日（土）〜 19 日（日）

　■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■□■
図書館だより� ■問 矢掛町立図書館　☎（82）2100　有線 0630
Books

　朝方5時頃きらめく星と有明の月、あまりの美しさに
寒さも忘れて見惚れてしまいました。その朝は大霜で吐

く息も真っ白…。2月のことでした。つくしが顔を出し、木の芽が動き山もふっくらとし
てきたこの頃、早3月も半ば。図書館で勉強していた学生たちは思い思いの場所へ巣立っ
ていきました。ひとつ階段を上り、それぞれの場所で輝いてくれることでしょう。応援し
ています。
　図書館を利用したことがないという皆さんも図書館を活用して新しい発見をしてみませ
んか。

　やかげ郷土美術館は、令和2年度で開館30年を迎えます。これ
を記念し、「田中塊堂とゆかりの書家展」を開催します。
　昭和を代表する書家・田中塊堂は明治29年矢掛町中に生まれ、
大阪に出て書の研鑽を積み、大正5年、千草会を創立しました。観
て感覚に訴える「大字のかな書」の先駆者として、また写経、古筆
の研究家としても活躍しました。
　凛とした品格の中にも、ほのぼのとした匂いと絵が感じられる田
中塊堂の作品は、今なお多くの人々に愛されています。
　この展覧会では、塊堂の代表作約40点を一堂に展示します。

やかげ郷土美術館　開館 30 周年記念 特別企画展

「田中塊堂とゆかりの書家展」
　　　　 会期／4月18日（土）〜7月3日（金）

カウンターからの情景

笠岡市金浦から高梁市吹屋地区へ鮮魚を運んだ道・「と
と道」の全コースを掲載したガイドブックです。ぜひ、
ご覧ください。

「備中・とと道トレイル」
　　　　　　　　　備中・とと道トレイル推進協議会／編

図書館のイベント
えいごであそぼう
◆と　き　４月 11 日㈯　午前10時30分〜
◆ところ　矢掛町立図書館　リハーサル室
◆内　容　�えいごの歌あそびやおはなし、ゲームなど
※ 先生の都合により日時が変更になる場合があります。

日時、内容等は図書館へお問い合わせください。

郷土にゆかりのある本
「令和元年度
　おかやま矢掛本陣文学賞受賞作品集」

　　　　　　　矢掛町教育委員会／発行
最新版です。ぜひ、ご覧ください。

みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。

は休館日

4月の図書館カレンダー

26 27 28

日

6 7 8
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2 3
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12
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13 14 15 16 17 18
19 20 21 22 23 24 25

29 30

火水木金土月

3月の休館日
新型コロナウイルス感染拡大防止のため、
３月31日（火）まで、臨時休館します。

田
中
塊
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「
春
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す
」
昭
和
四
十
一
年
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庭
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ら
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枝
の
は
り
動
く
と

も
な
く
う
ご
き
て
ゐ

た
り
　
　
　
　
　（
自
詠
）

新型コロナウイルス感染拡大防止のため、３月31日（火）まで、臨時休館します。
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★�対 象 者★　�町内在住で平成31年4月生まれのお子さん
★応募期限★　令和２年3月31日（火）必着
★�応募方法★　�写真に①住所②氏名（ふりがな）③性別④生年月日⑤電話番号⑥20字程度のメッセージを添えてご応募ください。
★�応 募 先★　総務企画課秘書広報室　〒714−1297　（役場専用）矢掛町矢掛3018　☎（82）1010　有線�0522

満１歳のお祝いに写真を掲載しませんか？ 4 月生まれ募集中

　　��やまもとこう��た

山本皓太くん（浅海）
（H31年 3月27日生まれ）
いっぱい食べて、元気に大きく
なってね！

�����まえざわ�は�すみ

前澤初澄ちゃん（矢掛）
（H31年 3月2日生まれ）
生まれてきてくれて、ありが
とう♡

読者のひろば
みんな集まれ！

読者の皆さんから寄せられた
おたよりなどでつくるページ
です。

　「矢掛町くらしのカレンダー」の令和2年度版が完成
し、各家庭への配布を始めました。
　このカレンダーは、町の諸行事、ごみの収集日・分別
方法や保健計画などの情報をまとめたもので、皆さんの
日々の生活に役立てていただくため、町が毎年３月に発
行しているものです。
　事業所等で別途必要な場合は、町民課窓口でお渡しし
ていますので、お越しください。
■問総務企画課秘書広報室
　☎（82）1010　有線0522

くらしのカレンダーを
ご活用ください

■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■
■■■■■■■■■■■■■■■■■■■

やかげの
　　いきものがたり

〔第51回　ケラ〕
　ケラは湿り気のある柔らかい土の中にすんでいます。
田植え前のしろかきの時に、水をはじくようにして泳
いでいる姿が見られましたが、最近はめったに見掛け
なくなりました。

〔文・写真　矢掛SATOYAMA未来計画〕

3㎝
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矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課
☎（８２）１０１０

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　14,147人（－3） 
　男　     6,782人 （－4） 
　女　     7,365人 （＋1）
世帯数　  5,494世帯（－5）

令和２年3月1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
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草
取
り
、
障
子
・
襖
の
張

替
え
、
運
転
業
務
等

◦
時

　給
　
８
６
０
円
～
１
，
０
８

０
円

◦
条

　件
　
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の

人
で
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の

趣
旨
に
賛
同
し
て
い
た
だ
け
る
人
の

入
会
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

■問
町
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

☎（
82
）０
８
４
８
　
有
線
０
４
８
０

手
話
・
要
約
筆
記
の
奉
仕
員

養
成
講
座
生
募
集

　
障
が
い
の
あ
る
皆
さ
ん
の
自
立
と

社
会
参
加
を
促
進
し
て
い
く
た
め
、

井
原
市
社
会
福
祉
協
議
会
が
開
催
し

て
い
る
手
話
・
要
約
筆
記
の
奉
仕
員

養
成
講
座
を
矢
掛
町
在
住
の
人
も
受

講
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。（
※
受
講

場
所
は
井
原
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

の
予
定
で
す
。）

　
受
講
回
数
は
、
年
間
16
～
24
回
程

度
と
な
り
ま
す
。受
講
料
は
無
料
で
、

別
途
テ
キ
ス
ト
代
が
必
要
で
す
。

　
受
講
希
望
の
人
や
詳
細
に
つ
い
て

知
り
た
い
人
は
、
３
月
27
日
㈮
ま
で

に
左
記
ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

■問
保
健
福
祉
課
福
祉
推
進
係

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
８
１

国
税
専
門
官
募
集

　
国
税
庁
で
は
、
国
税
専
門
官
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

◦
受
験
資
格

①
平
成
２
年
４
月
２
日
～
平
成
11
年

４
月
１
日
生
ま
れ
の
人

②
平
成
11
年
４
月
２
日
以
降
生
ま
れ

の
人
で
次
に
掲
げ
る
人

⑴
大
学
を
卒
業
し
た
人
お
よ
び
令
和

３
年
３
月
ま
で
に
大
学
を
卒
業
す
る

見
込
み
の
人

⑵
人
事
院
が
⑴
に
掲
げ
る
人
と
同
等

の
資
格
が
あ
る
と
認
め
る
人

※
そ
の
他
受
験
に
関
す
る
お
問
い
合

わ
せ
は
、左
記
ま
で
お
願
い
し
ま
す
。

■問
広
島
国
税
局
人
事
第
二
課
試
験
研

修
係

☎
０
８
２（
２
２
１
）９
２
１
１

陸
海
空
自
衛
官
を
募
集

　
防
衛
省
で
は
、
陸
海
空
自
衛
官
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

◦
募
集
種
目
　

①
一
般
幹
部
候
補
生

②
一
般
曹
候
補
生
　

③
自
衛
官
候
補
生
　

④
予
備
自
衛
官
補

◦
受
験
資
格
　
①
22
歳
以
上
26
歳
未

満
大
卒
（
見
込
含
）

②
③
18
歳
以
上
34
歳
未
満

④
18
歳
以
上
34
歳
未
満

◦
募
集
締
切

①
５
月
１
日
㈮

②
５
月
15
日
㈮

③
通
年

④
４
月
10
日
㈮

◦
試
験
日
　
種
目
ご
と
に
設
定
さ
れ

て
い
ま
す
の
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。

■問
自
衛
官
岡
山
地
方
協
力
本
部
高
梁

地
域
事
務
所

☎
０
８
６
６（
22
）２
３
１
４

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡
出
張
相
談
in
矢
掛

◦
と

　き
　
３
月
27
日
㈮
、
４
月
10

日
㈮
、
24
日
㈮
　
午
前
10
時
～
午
後

３
時（
正
午
か
ら
午
後
１
時
を
除
く
）

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
第
１
相
談
室

◦
相
談
内
容
　
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

募

　
　集

有料広告

《診療科》《診療科》《診療科》
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科
胃腸外科・内科・肛門外科・漢方外来
整形外科・リハビリテーション科

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

敷地内に、サービス付高齢者向け
住宅あいの泉・ケアハウスあいの泉・
ショートステイあいの泉などを併設。

新倉敷メディカルスクエア
〒713-8102　倉敷市玉島 1719　TEL.（086）525-5001

土・日も診療！！
（木・祝休診）

有料広告
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矢掛町役場㈹（0866）
☎（８２）１０１０

総務企画課
☎（８２）１０１０

町　民　課
☎（８２）１０１１

会　計　課
☎（８２）１０１２

保健福祉課
☎（８２）１０１３

産業観光課
☎（８２）１０１６

建　設　課
☎（８２）１０１４

上下水道課
☎（８２）０１７３

議会事務局
☎（８２）１１１９

教育委員会　教育課
（やかげ文化センター内）

☎（８２）２１００

各課直通電話

総　数　14,147人（－3） 
　男　     6,782人 （－4） 
　女　     7,365人 （＋1）
世帯数　  5,494世帯（－5）

令和２年3月1日現在
（　）内は前月との比較

　  まちの花　サクラ

　  まちの鳥　ウグイス

　  まちの木　アカマツ

矢掛町の人口

information
おしらせ

の
職
員
が
求
人
情
報
の
提
供
・
職
業

相
談
等
を
行
い
ま
す
。

◦
相
談
料
　
無
料

◦
対
象
者
　
矢
掛
町
内
に
住
所
を
有

す
る
人

◦
そ
の
他
　
町
産
業
観
光
課
へ
電
話

予
約
を
お
願
い
し
ま
す
。
予
約
な
し

で
も
相
談
可
能
で
す
が
、
予
約
さ
れ

て
い
る
人
を
優
先
し
ま
す
。

■問
産
業
観
光
課
地
域
振
興
係

☎（
82
）１
０
１
６

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
笠
岡

☎
０
８
６
５（
62
）２
１
４
７

岡
山
県
よ
ろ
ず
支
援
拠
点

出
張
相
談
所
in
矢
掛
町

　
備
中
西
商
工
会
と
矢
掛
町
が
、
こ

の
度
中
小
企
業
者
・
小
規
模
事
業
者

の
新
た
な
事
業
展
開
、
ま
た
経
営
上

の
諸
問
題
解
消
の
場
と
し
て
、
相
談

会
を
開
催
し
ま
す
。

◦
と

　き
　
４
月
15
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午
、
午
後
１
時
～
午
後
５
時

◦
と
こ
ろ
　
備
中
西
商
工
会
本
部

（
矢
掛
）
会
議
室

◦
対
象
者
　
中
小
企
業
者
、
小
規
模

事
業
者

◦
申
込
締
切
　
４
月
１
日
㈬
　
午
後

５
時
ま
で

■問
備
中
西
商
工
会
本
部
（
矢
掛
）

☎（
82
）０
５
５
９

地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス
テ
ー
シ
ョ
ン

　「
仕
事
を
探
し
て
い
る
」「
働
く
こ

と
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な
悩
み
を
抱

え
て
い
る
」
15
～
39
歳
ま
で
の
若
者

の
皆
さ
ん
の
「
働
き
出
す
力
」
を
多

様
な
支
援
に
よ
り
引
き
出
し
ま
す
。

　
専
門
ス
タ
ッ
フ
が
自
立
を
支
援
し

ま
す
の
で
、
お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ

さ
い
。

◦
と

　き
　
４
月
８
日
㈬
　
午
前
10

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
役
場
１
階
第
１
相
談
室

◦
対
象
者
　
15
～
39
歳
の
人
ま
た
は

そ
の
保
護
者

※
相
談
無
料
・
要
予
約

■問
保
健
福
祉
課
子
育
て
支
援
室

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
３
２

心
配
ご
と
相
談

◦
と

　き
　
４
月
17
日
㈮
　
午
前
９

時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
農
村
環
境
改
善
セ
ン
タ
ー

◦
内

　容
　
日
常
生
活
で
の
悩
み
ご

と
、家
庭
・
近
所
で
の
も
め
ご
と
、結

婚
問
題
、悪
徳
商
法
、多
重
債
務
な
ど

※
相
談
無
料
・
秘
密
厳
守

■問
町
民
課
住
民
環
境
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
５
１

法
務
局
の
常
設
相
談
日

◦
と

　き
　
４
月
１
日
㈬
、8
日
㈬
、

15
日
㈬
、22
日
㈬
午
前
９
時
～
正
午

◦
と
こ
ろ
　
岡
山
地
方
法
務
局
笠
岡

支
局

※
人
権
擁
護
委
員
が
相
談
を
受
け
付

け
ま
す
。

■問
笠
岡
人
権
擁
護
委
員
協
議
会

☎
０
８
６
５（
62
）５
２
９
５

妊
娠
・
子
育
て
相
談
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
「
お
ひ
さ
ま
」
開
設

　
令
和
２
年
４
月
１
日
、
保
健
福
祉

課
内
に
妊
娠
・
子
育
て
相
談
ス
テ
ー

シ
ョ
ン
「
お
ひ
さ
ま
」
が
開
設
し
ま

す
。

　
妊
娠
、
出
産
、
育
児
の
ち
ょ
っ
と

し
た
疑
問
や
不
安
な
気
持
ち
な
ど
、

ひ
と
り
で
抱
え
込
ま
ず
に
お
気
軽
に

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

　
保
健
師
や
栄
養
士
な
ど
の
専
門
ス

タ
ッ
フ
が
お
話
を
伺
い
ま
す
の
で
、

一
緒
に
考
え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

■問
保
健
福
祉
課
保
健
業
務
係

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
９
６
３
０

土
地
お
よ
び
家
屋
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
に
つ
い
て

　
令
和
２
年
度
固
定
資
産
課
税
台
帳

に
登
録
さ
れ
て
い
る
土
地
お
よ
び
家

屋
の
評
価
額
等
を
記
載
し
た
縦
覧
帳

簿
の
縦
覧
を
行
い
ま
す
。

◦
縦
覧
期
間
　
４
月
１
日
㈬
～
６
月

１
日
㈪
　
午
前
８
時
30
分
～
午
後
５

時
15
分
（
閉
庁
日
は
除
く
）

◦
縦
覧
場
所
　
町
民
課
窓
口

◦
縦
覧
で
き
る
人
　
固
定
資
産
税
の

納
税
義
務
者
ま
た
は
納
税
義
務
者
か

ら
委
任
を
受
け
た
人

◦
必
要
書
類
　
運
転
免
許
証
な
ど
本

人
確
認
の
で
き
る
書
類
（
代
理
人
は

委
任
状
）

■問
町
民
課
資
産
税
係

☎（
82
）１
０
１
１
　
有
線
０
５
６
１

倉
敷
か
さ
や
農
業
協
同
組
合
合

併
に
伴
う
読
替
え
に
つ
い
て

　
倉
敷
か
さ
や
農
業
協
同
組
合
を
含

む
県
内
８
Ｊ
Ａ
が
合
併
し
、
令
和
２

年
４
月
１
日
か
ら
晴
れ
の
国
岡
山
協

同
組
合
が
発
足
し
ま
す
。

　
こ
れ
に
伴
い
、
納
付
書
な
ど
で「
倉

敷
か
さ
や
農
業
協
同
組
合
」
と
表
示

が
あ
る
も
の
は
「
晴
れ
の
国
岡
山
農

業
協
同
組
合
」
と
読
替
え
て
く
だ
さ

い
。
な
お
、
合
併
に
伴
う
口
座
振
替

依
頼
書
の
提
出
等
の
手
続
き
は
不
要

で
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い

し
ま
す
。

■問
総
務
企
画
課
行
政
情
報
係

☎（
82
）１
０
１
０
　
有
線
０
５
１
３

協
会
け
ん
ぽ
か
ら
の
お
知
ら
せ

　
協
会
け
ん
ぽ
は
、
中
小
企
業
等
で

働
く
従
業
員
と
そ
の
家
族
の
皆
さ
ん

が
加
入
す
る
健
康
保
険
で
す
。

　
令
和
２
年
３
月
分（
４
月
納
付
分
）

か
ら
の
健
康
保
険
料
率
は
、
10
・
22

％
か
ら
10
・
17
％
へ
引
き
下
げ
、
介

護
保
険
料
率
は
、
１
・
73
％
を
１
・

79
％
へ
引
き
上
げ
る
見
通
し
で
す
。

有料広告

お
知
ら
せ

有料広告

墓石・文字彫りのことなら
お任せください。

墓地・墓石のリフォーム＆クリーニング、
各種石工事、遺品整理、収集品の買取り、
家財の片付け・処分なども承ります。
矢掛町内田379　☎（0866）82-1369　
FAX（0866）82-3488　携帯090-8364-0228　

守屋石材店守屋石材店守屋石材店
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福
祉
課
の
窓
口
で
お
渡
し
し
ま
す
。

受
付
開
始
時
は
窓
口
の
混
雑
が
予
想

さ
れ
ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕
を
も

っ
て
お
越
し
く
だ
さ
い
。

■問
保
健
福
祉
課
福
祉
推
進
係

☎（
82
）１
０
１
３
　
有
線
０
５
８
１

必
ず
チ
ェ
ッ
ク
最
低
賃
金
！

使
用
者
も
、
労
働
者
も
。

　
岡
山
県
内
の
特
定
最
低
賃
金
が
改

訂
さ
れ
ま
し
た
。

※
特
定
最
低
賃
金
が
適
用
さ
れ
な
い

労
働
者
は
、「
岡
山
県
最
低
賃
金
」

が
適
用
さ
れ
ま
す
。

■問
岡
山
県
労
働
局
労
働
基
準
部
賃
金

室☎
０
８
６（
２
２
５
）２
０
１
４

農
地
の
賃
借
料
情
報

　
平
成
31
年
１
月
か
ら
令
和
元
年
12

月
ま
で
に
締
結
（
公
告
）
さ
れ
た
賃

貸
借
に
お
け
る
賃
借
料
水
準
（
10
ａ

当
た
り
）
は
、
次
の
と
お
り
で
す
。

■問
矢
掛
町
農
業
委
員
会
（
産
業
観
光

課
内
）

☎（
82
）１
０
１
６

３
月
は

自
殺
対
策
強
化
月
間
で
す

　
国
で
は
自
殺
対
策
基
本
法
に
お
い

て
、３
月
を
「
自
殺
対
策
強
化
月
間
」

と
位
置
づ
け
自
殺
対
策
を
集
中
的
に

展
開
し
て
い
ま
す
。一
人
で
悩
ま
ず
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

■問
よ
り
そ
い
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
（
24
時

間
対
応
）

☎
０
１
２
０（
２
７
９
）３
３
８
（
無

料
）「

生
衛
業
受
動
喫
煙
防
止
対

策
助
成
金
」
の
お
知
ら
せ

　
令
和
２
年
４
月
１
日
よ
り
健
康
増

進
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
全

面
施
行
さ
れ
、「
原
則
屋
内
禁
煙
」

が
義
務
化
さ
れ
ま
す
。

　
労
働
災
害
補
償
保
険
の
対
象
と
な

ら
な
い
事
業
者
（
い
わ
ゆ
る
「
一
人

親
方
」）
で
、
該
当
す
る
生
活
衛
生

関
係
営
業
事
業
者
に
対
し
、（
公
財
）

全
国
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ
ン
タ
ー

が
助
成
金
交
付
事
業
を
行
う
こ
と
に

な
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

■問（
公
財
）岡
山
県
生
活
衛
生
営
業
指

導
セ
ン
タ
ー

☎
０
８
６（
２
２
２
）３
５
９
８

（
公
財
）全
国
生
活
衛
生
営
業
指
導
セ

ン
タ
ー

■問
協
会
け
ん
ぽ
岡
山
支
部

☎
０
８
６（
８
０
３
）５
７
８
０

戦
没
者
等
の
ご
遺
族
の
皆
さ
ん
へ

　
戦
没
者
等
の
死
亡
当
時
の
ご
遺
族

で
、令
和
２
年
４
月
１
日
に
お
い
て
、

公
務
扶
助
料
や
遺
族
年
金
等
を
受
け

る
人
が
い
な
い
場
合
に
、
第
11
回
特

別
弔
慰
金
と
し
て
額
面
25
万
円
、
5

年
償
還
の
記
名
国
債
が
支
給
さ
れ
ま

す
。

　
対
象
と
な
る
ご
遺
族
は
、
次
の
順

番
に
よ
る
先
着
順
位
の
ご
遺
族
お
一

人
で
す
。

⑴
　
弔
慰
金
の
受
給
権
者

⑵
　
戦
没
者
等
の
子

⑶
　
戦
没
者
等
と
生
計
関
係
を
有
し

て
お
り
、
か
つ
、
戦
没
者
等
と
氏
が

同
じ
で
あ
る

①
父
母
　
②
孫
　
③
祖
父
母
　
④
兄

弟
姉
妹

⑷
　
⑶
以
外
の
①
父
母
　
②
孫
　
③

祖
父
母
　
④
兄
弟
姉
妹

⑸
　
⑴
か
ら
⑷
以
外
の
ご
遺
族
で
、

戦
没
者
等
の
死
亡
時
ま
で
引
き
続
き

１
年
以
上
生
計
関
係
を
有
し
て
い
た

三
親
等
以
内
の
親
族
の
内

①
戦
没
者
等
の
葬
祭
を
行
っ
た
者

②
戦
没
者
等
の
葬
祭
を
行
わ
な
か
っ

た
者

◦
請
求
期
間
　
令
和
２
年
４
月
１
日

～
令
和
５
年
３
月
31
日

※
申
請
書
は
４
月
１
日
以
降
に
保
健

手当・給付のお知らせ 今月の納税・納付

※口座振替の人は、前日までに残高を確認してください。
※納税・納付は安全・便利・確実な口座振替をご利用ください。

特定最低賃金（県内） 時間額 発　行　日
耐 火 物 製 造 業 924円 令和元年12月19日
鉄 鋼 業 962円 令和元年12月14日
一 般 機 械 器 具 製 造 業 934円 令和元年12月27日
電 気 機 械 器 具 製 造 業 878円 令和元年12月25日
自動車・同付属品製造業 921円 令和元年12月29日
船舶製造・修理業、舶用機関製造業 954円 令和元年12月18日
各 種 商 品 小 売 業 880円 令和元年12月25日

納税・納付いただくもの 口座振替日 納 期 限

水道料金・下水道料金
（山田・川面・中川地区） ３月23日㈪ ３月25日㈬

手当・給付の内容 振 込 日
後
期
高
齢
者

医
　療

療養費（コルセット等）
（1月申請分）４月7日㈫ 町民課

国保消費生活係
☎（82）1011
有線 0571高額療養費（2月申請分） ３月17日㈫

子ども医療費
ひとり親家庭等医療費（2月申請分）３月30日㈪ 保健福祉課子育て支援室

☎（82）1013��有線 0532

心身障害者医療費（2月申請分）
難病者給付金（10〜 3月分）３月30日㈪ 保健福祉課福祉推進係

☎（82）1013��有線 0581

※データ数は集計に用いた筆数
※物納の場合は 60kg 当たり 13,600 円に換算、標準的な水準を算出するため、全賃借料デ
ータの平均値±70％を超えるもの・水稲以外のものを除いています。
※金額は、算出結果を四捨五入し、100円単位としています。
※賃借料情報は実勢の集計値であり拘束力はなく、賃借料決定の参考として提供するもので
すので、実際の契約の際には貸し手と借り手の両者でよく協議した上で締結してください。

地　域 平均額 最高額 最低額 データ数 面　積 備　考
賃 貸 借（有償）
によるもの 矢掛町全体 7,600円 14,500円 2,600円 149筆 19.5108ha 田（水稲）
使用賃借（無償）
によるもの 矢掛町全体 ― ― ― 230筆 22.53758ha 田（水稲）

※�口座振替の人は、前日までに残高を確認してく
ださい。

※�納税・納付は安全・便利・確実な口座振替を
ご利用ください。
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☎
03（
５
７
７
７
）０
３
４
１

ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス
開
館
日

岡
山
県
消
費
生
活
問
題
研
究
協
議
会

矢
掛
支
部
（
県
消
協
）

４
月
７
日
㈫
・
16
日
㈭
　
午
前
９
時

30
分
～
11
時
30
分

バ
ト
ン
タ
ッ
チ
リ
サ
イ
ク
ル

４
月
６
日
㈪
、
13
日
㈪
、
20
日
㈪
、

27
日
㈪
　
午
前
10
時
～
午
後
３
時

■問
ク
リ
ー
ン
ハ
ウ
ス

☎（
82
）０
０
８
１
　
有
線
９
６
０
９

ご
寄
付
い
た
だ
き

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

（
２
月
分
／
敬
称
略
）

▼
災
害
寄
付
　
坂
口
千
秋（
岐
阜
県
）、

奈
月
れ
い
（
豪
雨
災
害
支
援
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
）（
東
京
都
）、土
肥
廉
史
（
井

原
市
）

▼
ふ
る
さ
と
納
税
　
折
橋
典
大
（
山

口
県
）、
西
原
　
博
（
京
都
府
）、
高

草
英
生
、
杉
本
達
哉
、
川
上
幸
徳
、

今
津
菜
穂
美
、
間
部
泰
範
、
髙
草
敦

子
（
東
京
都
）、
太
田
　
宏
、
萩
野
豪

太
（
神
奈
川
県
）、
出
原
美
智
子
、
池

田
裕
昭
（
兵
庫
県
）、
森
本
明
善
、
安

藤
　
駿
、
宮
尾
亮
次
（
倉
敷
市
）、
眞

弓
真
秀
、
服
部
清
彦
、
延
廣
　
徹
、

長
代
厚
生（
大
阪
府
）、
浅
野
裕
一（
愛

知
県
）、
小
橋
健
一
（
備
前
市
）、
岡

玲
子
（
里
庄
町
）、
江
木
邦
晃
（
岡
山

市
）、
岡
本
健
一
郎
、
三
宅
清
子
（
浅

井原警察署
矢掛幹部派出所

口
市
）、
東
條
武
彦
（
玉
野
市
）

▼
社
会
福
祉
協
議
会
へ（
金
一
封
）

中
西
智
学
（
矢
掛
）、武
　
昌
二
（
小

林
）、
土
田
礼
子
（
上
高
末
）、
森
脇

敏
子
（
東
三
成
）、
江
尻
康
之
、富
巳

子
、千
佳
子
、
将
之
、
祥
子
、
遥
哉
、

悠
真（
横
谷
）、
守
屋
孝
則（
東
川
面
）、

寺
地
正
恵
（
小
田
）
▼
矢
掛
公
民
館

へ
（
金
一
封
）
中
西
智
学
（
矢
掛
）

▼
美
川
公
民
館
へ（
金
一
封
）土
田

礼
子
（
上
高
末
）
▼
三
谷
公
民
館
へ

（
金
一
封
）
森
脇
敏
子
（
東
三
成
）

▼
川
面
公
民
館
へ
（
金
一
封
）
守
屋

孝
則
（
東
川
面
）
▼
た
か
つ
ま
荘
へ

（
金
一
封
）匿
名
希
望
▼
矢
掛
寮
へ（
野

菜
）
匿
名
希
望
▼
矢
掛
保
育
園
へ

（
ベ
ン
チ
ほ
か
）
矢
掛
保
育
園
令
和

元
年
度
保
護
者
会
▼
矢
掛
幼
稚
園
へ

（
ブ
ロ
ッ
ク
）
令
和
元
年
度
矢
掛
幼

稚
園
Ｐ
Ｔ
Ａ

　
今
月
号
で
令
和
元
年
12
月
に

ふ
る
さ
と
納
税
を
い
た
だ
い
た

皆
様
の
氏
名
掲
載
を
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　
掲
載
が
遅
れ
ま
し
た
こ
と
を

お
詫
び
す
る
と
と
も
に
、
改
め

て
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
総
務
企
画
課

※数値は暫定数です。

■問井原警察署矢掛幹部派出所　☎（82）0110
※�夜間・休日は井原警察署に転送されます。

発 生

件 数

犯　　　　　　　　　　　　　　　　罪 交 通 事 故
犯
罪
総
数

空

き

巣

出
店
荒
し

事
務
所
荒
し

そ
の
他
侵
入
盗

万

引

き

自
転
車
盗

車
上
ね
ら
い

金

属

盗

オ
ー
ト
バ
イ
盗

そ
の
他
の
盗
犯

器
物
損
壊

詐

欺

そ
の
他
刑
法
犯

交
通
事
故
総
数

人
身
事
故

う
ち
死
亡
事
故

物
損
事
故

2　月 2 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 20 3 0 17
累　計 8 0 0 0 0 2 1 0 0 0 2 2 1 0 46 5 0 41

（前年比） -1 ±0 ±0 ±0 -4 +1 +1 ±0 ±0 ±0 +1 ±0 ±0 ±0 +19 +2 ±0 +17

　スローガン　「思いやり　ゆとりは無事故へ　つづく道」
〇全国重点目標
・子どもを始めとする歩行者の安全の確保
・高齢運転者等の安全運転の励行
・自転車の安全利用の推進
〇岡山県の重点目標
・危険な横断の禁止
・スピードダウンの励行
・自転車利用時の「ながら運転」の禁止
　「目指せ期間中、事故ゼロ」
特殊詐欺被害防止
　本年に入り県下で特殊詐欺被害が多発し、被害額も増加し
ています。
　矢掛町でも、昨年２件の特殊詐欺被害が発生しています。
　見知らぬ者から「お金に絡む話」があったら、相手にしな
いで、まずは家族、友人、警察等に相談をして被害に遭わな
いようにしましょう。

　進級・進学時は、少年が将来に対する焦燥や不安、周囲の
環境や人間環境の変化などから、非行に陥ることが懸念され
ます。
　家庭では、子どもに良いことと悪いことのけじめをはっき
りとつけさせるなど、規範意識を持たせることが大切です。
　また、進級・進学に合わせて、子ども用にスマートフォン
を購入する場合もありますが、インターネットに潜む危険性
を知らないまま、ＳＮＳ等のコミュニティサイトを利用する
ことで、犯罪に加担したり、わいせつな行為や自分の裸の画
像を送らされる等の犯罪被害にあう事例が後を絶ちません。
　そのため、家庭や地域ぐるみで少年の規範意識の向上に努
めるとともに、スマートフォンのフィルタリングやペアレン
タルコントロールの普及活動を推進するなど、少年の非行・
犯罪防止に取り組むことが重要です。

春の交通安全県民運動の実施
　４月6日㈪～15日㈬までの間、春の交通安全県民運動が
県内一斉に展開されます。

進級・進学時における少年の非行・犯罪被害
防止と有害環境の浄化

◦犯罪・交通事故発生状況（令和 2年 2月末現在）
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令
和
2
年
3
月
17
日
発
行

（
月
1
回
発
行
）
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行
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■
編
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総
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矢高にロックオン
― 町内唯一の高校、矢掛高校について紹介するコーナーです ―

2020. 3
vol.93

　卒業式が執り行われ、普通科 99人、地域ビジネス科 30人が学び舎を
巣立ちました。新型コロナウイルス感染拡大防止のため、卒業生、保護者、
在校生代表、教員のみの出席となりましたが、心のこもった温かい卒業
式になりました。

卒業式

リージョナルモデル通信  ⑧住民アンケート結果（１：回答者の状況）

Top News
３月１日㈰

　このコーナーでは、地域と連携した高校づくり（リージョナルモデル）を進めていく上で参考になるトピックスを、毎回少しずつ取
り上げます。第８回目は、先日住民の皆様にご協力していただいた「住民アンケート」の結果報告・第一弾です。

　岡山県備中県民局主催の子育て支援の交流会に、現役矢高生と矢高OG（大学生）
が登壇しました。「災害から子どもたちを守る」をテーマに開かれたこの会。矢高生
は被災の当事者として、当時の状況やこれからの思いを話し、参加者と課題を共有
することができました。

災害と子育て支援交流会 in 倉敷市 ２月 21日㈮

被災地高校生ネットワーク in やかげ町家交流館

　防災や減災について高校生の立場で考えようと、西日本豪雨（矢掛高）、大阪北部
地震（芥川高）、台風 19 号（伊具高）で地元が被災した３校の生徒たちが矢掛町に
集まりました。災害の記憶の風化を防ぎ、防災意識を高めるために、自分たちは何
ができるのか。高校生の想いから、県を越えた活動が始まっています。

芥川高校（大阪府）×伊具高校（宮城県）×矢掛高校（岡山県）
２月 11日㈫

　今回のアンケートには 5,820 人の回答がありました。まずは全体状況をお伝えします。
　「性別」では男女ほぼ同数の回答状況でしたが、「年齢」としては 60代以上の皆さんのご意見が多く集まっています。
今後の分析では全体の数字もさることながら、若者世代、子育て世代、高齢者世代などの世代別特徴にも注目していきた
いと思っています。今までの生活拠点を聞いた「在住地」の状況は、生まれも育ちも矢掛町の生粋矢掛人と、どこかの時
点で町外を経験されているUターン者と、結婚などで町外から来られた移住者との３者が、ほぼ1/3ずつ回答してくださ
っています。「矢高との関係」でも、1/3 は矢高卒業生ですが 2/3 は矢高以外の卒業生です。それぞれの視点を今後の分
析にもうまく反映させていきたいと考えています。

女
52.3%

男
46.6%

60代以上
60.8%

50代
10.9%
50代
10.9%

30代 7.4%

20代 4.5%

40代
11.6%

10代 3.9%

町内→町外
→町内 23.5%
町内→町外

→町内 23.5%

町外→
町内

36.6%

町内
36.3%

町外
2.1%

矢高以外の
卒業生
60.5%

矢高
卒業生
34.9%

矢高在校生 1.9%
性　別 年　齢 在住地 矢高との関係

編

集

後

記

　
今
月
号
で
広
報
や
か
げ
は
創
刊

６
０
０
号
を
迎
え
ま
し
た
。

　
過
去
の
広
報
紙
を
見
返
し
て
み

る
と
、
そ
の
時
々
の
矢
掛
町
の
様

子
を
知
る
こ
と
が
で
き
、
と
て
も

興
味
深
い
も
の
が
あ
り
ま
し
た
。

自
分
の
作
っ
た
広
報
紙
も
後
世
ま

で
記
録
と
し
て
残
っ
て
い
く
の
か

と
思
う
と
、
改
め
て
広
報
担
当
と

し
て
身
が
引
き
締
ま
る
想
い
で
す
。

　
こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
の
も
と
に

き
ち
ん
と
情
報
が
届
く
よ
う
、
工

夫
あ
る
紙
面
づ
く
り
を
心
が
け
て

い
き
ま
す
。

　
引
き
続
き
「
広
報
や
か
げ
」
を

よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。総務企画課秘書広報室

☎（82）1010　有線0522
問

やかげ観光大使

登録用アドレス e-yakage@xpressmail.jp
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